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＊ 1　Primo Levi, Opere, a cura di Marco Belpoliti, introd. di Daniele Del Giudice, 2 voll., Torino, Einaudi, 

























































獄をいたく嘲る [l’inferno a gran dispitto]」かのようなファリナータ (Inf . X 36)。「気の済
むまで復讐を果たす悦び [vendetta allegra]」は俺からは断じて得られはしないだろうと
傲然と云い放ち、罰するなら罰してみろとユピテルを挑発する憤怒のカパネウス (Inf . XIV 
60)、「無
い ち じ く
花果の形をつくった両手の握り拳 [amendue le fiche]」を神に向かって突きあげ












＊ 2　M. Foucault, Surveiller et punir: naissance de la prison, Paris, Gallimard, 1975, pp. 36-72〔ミシェル・
フーコー『監獄の誕生――監視と処罰』 田村俶訳、新潮社、1977 年、37-74 頁〕。また、49 頁〔邦訳 50 頁〕

































＊ 3　Cfr. E. Auerbach, Mimesis: il realismo nella letteratura occidentale , Torino, Einaudi, 1956, p. 218（「キ
リスト教の言う完全な人間の不滅性」〔邦訳『ミメーシス――ヨーロッパ文学における現実描写』 篠田一士・
川村二郎訳、ちくま学芸文庫、上巻 340 頁〕）、および p. 220 （「歴史のなかにおかれた個としての人間の
不滅性」〔同書 343 頁〕）.
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関係を結ぶ個人、つまりは、私たちが生きている人々と結ぶのと何ら変わらない関係を結
んでいる個人なのです。罪人が地獄の門をくぐりながら読む銘「汝こゝに入るもの一切の



























つもない。[……] いかなる体制下であれ、いたるところに実在する 20 世紀の強制収容所、死の収容
所は、内在化された地獄




＊ 4　これまでの浩瀚な文献一覧が付されている François Rastier, Ulysse à Auschwitz. Primo Levi, le 


























＊ 5　George Steiner, In Bluebeard’s Castle. Some Notes Towards the Redefinition of Culture , New Haven 
CT, Yale University Press, 1971, pp. 54-55〔邦訳『青鬚の城にて――文化の再定義への覚書』 桂田重利訳、
みすず書房、1972 年、58 頁〕.
＊ 6　『地獄篇』の英訳者であるアメリカの詩人ロバート・ピンスキーはある対談でそう述べている (Robert 
Pinsky, «The Jewish Exponent» , 19 giugno 1997, p. 1x)。ピンスキーはつづけてこうも語っている。「でも、
忘れてならないことはこうした類似の瑕疵のことです。霊魂は公正のシステムによって地獄に配置されて
いるのに対して、強制収容所では霊魂は不正のシステムによって配属されているのです」。
＊ 7　Hannah Arendt, Essays in Understanding, 1930-1954, a cura di Jerome Kohn, New York: Harcourt, 
Brace & Co., 1994, p. 13〔邦訳『アーレント政治思想集成 1 組織的な罪と普遍的な責任』 斎藤純一・山田
正行・矢野久美子訳、みすず書房、2002 年、20 頁〕。なお、この点については、Giorgio Agamben, Quel 
che resta di Auschwitz. L’archivio e il testimone, Torino, Bollati Boringhieri, 1998, p. 65〔邦訳『アウシュ
ヴィッツの残りのもの――アルシーヴと証人』 上村忠男・廣石正和訳、月曜社、2001 年、93-94 頁〕を参照。
＊ 8　Primo Levi, I sommersi e i salvati, in Opere, II, pp. 1018-1019〔邦訳『溺れるものと救われるもの』 
竹山博英訳、朝日新聞社、2000 年、35 頁〕.
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＊ 11　Cit. in Cavarero, Orrorismo, p. 60.
＊ 12　「沈めるものどもを詠んだ第一の歌 [la prima canzon, ch’è d’i sommersi]」(Inf.  XX 3) を参照。
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＊ 13　この点に着目した研究に以下の論文がある。Valeria M. M. Traversi, Per dire l’orrore: Primo Levi e 























は『これが人間か』の第 11 章と『地獄篇』の第 26 曲にひとしく冠することのできるも
のなのです。1944 年 6 月のさるのどかな明るい朝、レーヴィは、労






「誰もいない [sanza gente]」世界〔Inf. XXVI 117〕を求めてヘラクレスの標柱を越えたオ
デュッセウスと彼の数少ない仲間が、大海原の只中に褐色の高い島を認めて歓喜したのも








＊ 15　この点については Giovanni Falaschi, Ulisse e la sfida ebraica in «Se questo è un uomo» di Primo 
Levi , «Italianistica», XXXI, 2002, pp. 123-131 を参照。きわめて鋭い洞察に富んでいるのは、レーヴィの
オデュッセウスについて触れる箇所である。 レーヴィにおけるダンテの記憶については、末尾にこれまで
の文献一覧を付した前掲の論文 Valeria M. M. Traversi, Per dire l’orrore,  pp. 109-125、そのうちオデュッ
セウスの挿話については 116-117 頁を参照。
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した [ma misi me per l’alto mare aperto]」〔Inf . XXVI 100〕という句です。つまり、束縛
を断ち切って「障壁の向こう側に











　　　　　　Considerate la vostra semenza:
　　　　　　fatti non foste a viver come bruti,


































　　　　　　Tre volte il fe’ girar con tutte l’acque
　　　　　　Alla quarta levar la poppa in suso








＊ 17　Stefano Lazzarin, «Fatti non foste a viver come bruti». A proposito di Primo Levi e del fantastico, 
«Testo», XXII, 42, 2001, pp. 67-90: 76-80. この論文でも同様の結論に達している。
＊ 18　Se questo è un uomo, in Opere, I, p. 110〔前掲書 140 頁〕.
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＊ 19　この点についてより詳細な議論についてはあらためて以下を参照願いたい。Falaschi, Ulisse e la 
sfida ebraica,  cit., pp. 129-131.
＊ 20　レーヴィは何を見たのか。彼に衝撃を与えたこの巨大な想念、ユダヤ人の大量虐殺の理由を説明で
きる一瞬の直観とはいったい何だったのか。『これは人間か』の若者向けの新版への註（トリノ、エイナ





















の身だ。よもやその才をみだりに用いてみずからこれを棄ててしまうことがないように [perché non corra 
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ュッセウスの歌」の章を 40 年ぶりに再読した。[……] ともかく、「「かつて……こともない [non ne 


























＊ 21　『地獄篇』第 26 曲第 136-138 行「私たちは歓喜したが、歓びはただちに嘆きに一転した。／この
未知の土地から一陣の竜巻が捲き起こり、／舳先の一角にぶつかった [Noi ci allegrammo, e tosto tornò in 
pianto; / ché de la nova terra un turbo nacque / e percosse del legno il primo canto]」。
＊ 22　I sommersi e i salvati,  in Opere, II, pp. 1100-1101〔前掲書 160-161 頁〕.
ダンテ、レーヴィ、ヒューマニズム
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やり方は、1930 年代の（1940 年代も 1950 年代ですらも）イタリアの学校ではごくあ
たりまえになされていたことだったからです。むしろはるかにありそうなのは、レーヴィ
がオデュッセウスの最後の航海の話だけを記憶していたのは、まさしくその話が、学校で




























＊ 23　 以 下 を 参 照。Francesco De Sanctis, Storia della letteratura italiana, a cura di Gianfranco Contini, 
Torino, UTET, 1968〔フランチェスコ・デ・サンクティス『イタリア文学史』 池田廉・在里寛司訳、現代
思潮新社、1970/1973 年〕; Benedetto Croce, La poesia di Dante, Bari, Laterza, 19223, p. 98.
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2013 年 5 月 26 日京都大学大学院人間・環境学研究科にて講演。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間の都合上、後半部分のみが読み上げられた。）
＊ 25　Un’intervista con Primo Levi di Risa Sodi  («Partisan Review», IIV, 1987) からの引用。現在は Primo 
Levi, Conversazioni e interviste 1963-1987, a cura di Marco Belpoliti, Torino, Einaudi, 1997, pp. 234-235
に所収。
　※　引用箇所については、既訳のあるものはできるかぎり参照しデータを提示したが、訳文は文脈に応
じて変更した箇所がある。
